
☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

☆  つき                                                                                                              

☆                     コード１  :０６７５     ファイル  :ｉ５         版：＊＊％              区分数    :０３        

☆                     表記      :月                                                                                  

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

[慣用句等]

のような  

のように  

慣用表現  月とすっぽん。

          月に叢雲花に風。

          十月十日。

          月が満ちる。

他合成語１ －並［平凡］

他合成語２

備考      ＜関＞０１［物］－＞［それが原因となる現象］０２。０１［物］－＞［それが作り出す周期］０３。

[区分  ０１／０３]

表記      月（つき）

意味記述  夜に明るく輝いて見える、地球の衛星。

意味素性１ ＣＯＮ

用例１    十五夜の月を眺める。

意味素性２ ＰＨＥ

用例２    月が満ち欠けする。

意味素性３ ＮＡＴ

用例３    月が地球のまわりを回る。

意味素性４ ＬＯＣ

用例４    １９６９年、人類は初めて月に降り立った。

連体文例  月の引力は地球よりも小さいという。

被連体例  山際の月，下弦の月，上弦の月，十三夜の月。

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４



異音同語  

参照語    

[区分  ０２／０３]

表記      月（つき）

意味記述  「つき（月）０１」の放つ光。

意味素性１ ＰＨＥ

用例１    夜の歩道を月がほの暗く照らしている。

連体文例  月の明るさで本を読むことは不可能だ。

被連体例  

被連体文例

Ｓ文例    

Ｓト文例  

副文例    

サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

[区分  ０３／０３]

表記      月（つき）

意味記述  一年を１２で割った、時をあらわす一区分。

意味素性１ ＰＩＴ

用例１    その月には予定が集中している。

意味素性２ ＴＩＭ

用例２    私達は月に一度会合を開く。

意味素性３ ＤＵＲ

用例３    納期まであとふた月ある。

意味素性４ ＩＮＦ

用例４    会合のある月を尋ねる。

連体文例  四月生まれの人は月のはじめに生まれたか終わりに生まれたかによって一年も学年がちがってしまう。

被連体例  次の月。

被連体文例

Ｓ文例    ［彼の収入が１０万円を越える］月はあまりなかった。

Ｓト文例  

副文例    彼の収入は、［多い］月で、１２万円前後です。



サ変文例  

述１文例  

述２文例１

述２文例２

述２文例３

述２文例４

異音同語  

参照語    

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  つき                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０１／０３        素性数    :４               

＊ 表記      :月（つき）                                                                                              

＊ 意味記述  :夜に明るく輝いて見える、地球の衛星。                                                                    

＊ 意味素性１:ＣＯＮ      用例１    :十五夜の月を眺める。                                                             

＊ 意味素性２:ＰＨＥ      用例２    :月が満ち欠けする。                                                               

＊ 意味素性３:ＮＡＴ      用例３    :月が地球のまわりを回る。                                                         

＊ 意味素性４:ＬＯＣ      用例４    :１９６９年、人類は初めて月に降り立った。                                         

＊ 連体文例                         :月の引力は地球よりも小さいという。                                               

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／４]

素性      ＣＯＮ

関連｜同義

関連｜類義 お月様

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ 太陽

助数詞    

[項の用法  １／４]

動詞｜ガ  （西の空）ニ│★│ガ│ある，ない，出ている。

          （雲）ニ│★│ガ│隠れる。

動詞｜ヲ  （雲）ガ│★│ヲ│隠す，覆う。

          ガ│★│ヲ│眺める，見上げる，愛でる。

動詞｜ニ  ガ，（望遠鏡）ヲ│★│ニ│向ける。

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  │（今夜の／…）★│ガ│大きい，小さい，丸い，美しい。



形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ２／４]

素性      ＰＨＥ

関連｜同義

関連｜類義 お月様

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ 太陽

助数詞    

[項の用法  ２／４]

動詞｜ガ  │★│ガ│光る，輝く，満ちる，欠ける，満ち欠けする。

動詞｜ヲ  ガ│★（の光）│ヲ│浴びる。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  │（今夜の／…）★│ガ│満月だ，三日月だ，半月だ，新月だ。

名詞｜ニ  

名詞｜他  

備考      「月が満ちる」は、《慣用表現》にも有り。

[意味情報  ３／４]

素性      ＮＡＴ

関連｜同義

関連｜類義 お月様

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ 太陽



助数詞    

[項の用法  ３／４]

動詞｜ガ  │★│ガ│出る，昇る，沈む，傾く。

          カラ，ニ│★│ガ│動く，移動する。

          （地球の周り）ヲ│★│ガ│回る，一周する，公転する。

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ４／４]

素性      ＬＯＣ

関連｜同義

関連｜類義 月面，月世界

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ 太陽

助数詞    

[項の用法  ４／４]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  ガ│★│ヲ│探索する。

          ガ│★│ヲ／カラ│離れる，飛び立つ。

動詞｜ニ  ガ│★│ニ│到達する，到着する，着陸する，接近する。

          ガ，カラ│★│ニ／ヘ│行く。

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  カラ│★│ガ│近い，遠い。

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ



名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の光，－の形，－の影，－の大きさ，－の位置，－の引力。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  月の引力は地球よりも小さいという。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜場所＞空の－，山際の－。

          ＜状態＞下弦の－，上弦の－，十三夜の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／４]

合成語要素 つき

要素表記  月（つき）

補足      

合成｜名前 －見，－形（がた），－明かり

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／４]

合成語要素 づき

要素表記  月（づき）

補足      

合成｜名前

合成｜名後 宵－，三日－，眉－，朧（おぼろ）－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  



[形態情報  ３／４]

合成語要素 げつ

要素表記  月（げつ）

補足      ＃

合成｜名前 －齢，－影，－面，－前，－明，－露

合成｜名後 新－，半－，満－，海－，弦－，孤－，湖－，秋－，春－，眉－，名－，落－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ４／４]

合成語要素 げっ

要素表記  月（げっ）

補足      ＃

合成｜名前 －光，－下，－痕，－色，－世界，－虹（こう），－夕（せき），－食／－蝕

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  つき                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０２／０３        素性数    :１               

＊ 表記      :月（つき）                                                                                              

＊ 意味記述  :「つき（月）０１」の放つ光。                                                                            

＊ 意味素性１:ＰＨＥ      用例１    :夜の歩道を月がほの暗く照らしている。                                             

＊ 連体文例                         :月の明るさで本を読むことは不可能だ。                                             

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／１]

素性      ＰＨＥ

関連｜同義

関連｜類義 月あかり，月光，月影

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ 日

助数詞    



[項の用法  １／１]

動詞｜ガ  ニ│★│ガ│あたる，差し込む。

          ヲ│★│ガ│照らす。

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]

NP0ノ     －の明るさ。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  月の明るさで本を読むことは不可能だ。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[形態情報  １／１]

合成語要素 つき

要素表記  月（つき）

補足      

合成｜名前 －夜，－影

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＊  つき                                                                                                              

＊                                                           区分番号  :０３／０３        素性数    :４               

＊ 表記      :月（つき）                                                                                              

＊ 意味記述  :一年を１２で割った、時をあらわす一区分。                                                                

＊ 意味素性１:ＰＩＴ      用例１    :その月には予定が集中している。                                                   

＊ 意味素性２:ＴＩＭ      用例２    :私達は月に一度会合を開く。                                                       

＊ 意味素性３:ＤＵＲ      用例３    :納期まであとふた月ある。                                                         

＊ 意味素性４:ＩＮＦ      用例４    :会合のある月を尋ねる。                                                           

＊ 連体文例                         :四月生まれの人は月のはじめに生まれたか終わりに生まれたかによって一年も学年がちが 

＊                                   ってしまう。                                                                     

＊ Ｓ文例                           :［彼の収入が１０万円を越える］月はあまりなかった。                               

＊ 副文例                           :彼の収入は、［多い］月で、１２万円前後です。                                     

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

[意味情報  １／４]

素性      ＰＩＴ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ ｛日，年｝

助数詞    

[項の用法  １／４]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  ガ│その／次の／…★│ニ│ある，ない，始まる，終わる。

動詞｜他  ガ│その／次の／…★│カラ│始まる。

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[意味情報  ２／４]



素性      ＴＩＭ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ （日，年）

助数詞    月，ヶ月

[項の用法  ２／４]

動詞｜ガ  （明日）カラ│★│ガ│変わる。

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  （集会）ガ│★│ニ│４回だ。

名詞｜ニ  

名詞｜他  

備考      この区分では、「月に一回集まる」「月に二度訪問する」などのように、回数をあらわす表現とともに用いられることが多い。

[意味情報  ３／４]

素性      ＤＵＲ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４

助数詞    月，ヶ月

[項の用法  ３／４]

動詞｜ガ  カラ│ひと／ふた／…★│ガ／φ│経つ，過ぎる，経過する。

動詞｜ヲ  

動詞｜ニ  

動詞｜他  ニ│ひと／ふた／…★│φ│かかる。



          （納期）マデ│ひと／ふた／…★│φ│ある，ない。

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

備考      数詞を必ずともなう。

[意味情報  ４／４]

素性      ＩＮＦ

関連｜同義

関連｜類義

関連｜対１

関連｜対２

関連｜対３

関連｜対４ ｛日，年｝

助数詞    

[項の用法  ４／４]

動詞｜ガ  

動詞｜ヲ  ガ，ニ／カラ│（ダム完工の／…）★│ヲ│聞く。

          ガ，ニ│（終戦の／…）★│ヲ│尋ねる。

          ガ│（その学校の創立の／…）★│ヲ│調べる。

          ガ│（原稿締め切りの／…）★│ヲ│間違える，忘れる。

          ガ，ニ│（会合のある／開戦の／…）★│ヲ│教える。

動詞｜ニ  

動詞｜他  

動詞｜副ニ

形容｜ガ  

形容｜ニ  

形容｜他  

形容｜副ニ

名詞｜ガ  

名詞｜ニ  

名詞｜他  

[連体用法]



NP0ノ     －のはじめ，－の終わり，－の上旬，－の下旬，－の縁日。

NP0ナ     ×

NP0ノ／ナ ×

連体文例  四月生まれの人は月のはじめに生まれたか終わりに生まれたかによって一年も学年がちがってしまう。

[連体被修飾用法１]

ノNP0     ＜順序＞最初の－。

ノNP0補   

～ノNP0   

他NP0     

被連体文例

[連体被修飾用法２]

Ｓ平叙  ～る，～た

Ｓ文例  ［彼の収入が１０万円を越える］月はあまりなかった。

        ［彼が生まれた］月は１１月です。

        ［彼の収入が一番｛多い／多かった｝］月は１０月です。

Ｓト平叙

Ｓト疑問

Ｓト文例

副平叙  

副文例  彼の収入は、［多い］月で、１２万円前後です。

備考    副詞句としての用法では、形容詞が単独であらわれることが多い。

[形態情報  １／５]

合成語要素 つき

要素表記  月（つき）

補足      

合成｜名前 －月（づき）／－々（づき），－遅れ，－決（ぎ）め，－初め，－半ば，－別，－越（ご）し，－割，－極（ぎ

め），－跨（また）がり，－雇，－切（ぎ）り，－送り，－代（がわ）り／－替（がわ）り，－日，－払（ばら）い，

－毎（ごと）

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  －立（だ）つ

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ２／５]

合成語要素 づき

要素表記  月（づき）

補足      



合成｜名前

合成｜名後 生まれ－，閏（うるう）－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ３／５]

合成語要素 げつ

要素表記  月（げつ）

補足      ＃

合成｜名前 －例，－末，－利，－令，－例，－別

合成｜名後 初（しょ）－，毎－，今－，翌－，先－，臨－，閏（うるう）－，隔－，生－，累－

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ４／５]

合成語要素 げっ

要素表記  月（げっ）

補足      ＃

合成｜名前 －刊，－間，－給，－計，－産，－仕舞（じまい），－謝，－収，－商，－頭，－表（ぴょう），－俸（ぽう），

－報（ぽう）

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  

[形態情報  ５／５]

合成語要素 がっ

要素表記  月（がっ）

補足      ＃

合成｜名前 －日（ぴ）

合成｜名後

合成｜形  

合成｜動  

合成｜副  

合成｜他  


